
様式第３号（第５、第６の１、第６の２関係）（その１）  

 

警 察 署 協 議 会 会 議 録 

早良警察署協議会 
 

 開催年月日時  平成２８年１２月１５日 午後４時００分 から 

 平成２８年１２月１５日 午後５時２０分 まで 

開 催 場 所  早良警察署 ４階大会議室 

 

出 席 者 

 
 警察署協議会  会長以下１０名 

 
 

 警 察 署 

 署長、会計管理官、生活安全管理官、地域管理官 

 刑事管理官、交通管理官、警備課長 

 総務第一課長、総務第二課長、被害者支援係長 

議 事 概 要  

 

 

（Ａ４） 

【開会】 

 

【会長挨拶（要旨）】 

○ 全国的に、多種多様な事件事故が発生している中で、早良警察署管内では、  

 比較的世間を賑わすような事案はなかったと感じている。 

○ 警察署協議会の役割は、地域住民の方々が安全で安心して生活できる地域社 

 会をつくることであり、協議会委員の皆様の協力を得ながら、管内を今まで以 

 上に、治安の良い環境にしていきたいと思っている。 

 

【署長挨拶（要旨）】   

○ 本年の管内の治安状況は、刑法犯認知件数、交通事故及び死亡事故とも減少

し、社会を震憾させるような重大凶悪事件の発生もなく、また、暴力団事務所

も撤去確認されたということもあり、地域住民の安全・安心を実感出来つつあ

り、全体として比較的平穏であったと感じるが、近接署においては、事件事故

等が多発しており、気が抜けない状況である。 

○ 警察部内的には、県下射撃大会で優勝、柔道二部で優勝、剣道一部で優勝し、 

また、全国女子警察官射撃大会では、地域課勤務の女性警察官が、九州管区大 

会で優勝し、全国大会でも２位の成績を残すなど特筆すべきものであり、署全 

体の志気が上がっているものと思っている。「志気が高い職場に非 違事案な

し」と言われており、今後とも継続して署員のモチベーションを高めいきたい。 

○ 来年も各署員が、それぞれの持ち場で責任を果たし、楽しく仕事をやってい
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き、その積み重ねにより警察活動の成果向上に繋げていきたい。 

 

【各課からの報告事項】 

１ 平成２８年（１１月末）犯罪発生状況について（生活安全管理官） 

 (1) 管内の刑法犯の発生状況 

  ア 刑法犯認知件数が減少（県下第二位の減少率） 

   ○ 粗暴犯のみが微増（ＤＶ・ストーカー事案に対する積極的な事件化） 

  イ 窃盗犯の認知件数が減少（－２４％減少） 

   ○ 防犯カメラの普及 

   ○ 少年事案の集中する地区に対する戦略的な取締りの実施による集団 

    非行少年グループの解体 

   ○ 地域警察官の地道な活動 

  ウ 管内の主な犯罪発生状況等 

   ○ 暫定値ではあるが、乗り物盗（自転車盗、オートバイ盗）が激減 

   ○ 自販機狙いが微増（他の窃盗罪種は減少） 

   ○ 性的犯罪の認知件数の減少数は県下三番目の減少 

   ○ 自転車盗の発生件数が１１０３件に減少 

   ○ オートバイ盗の発生件数が２１８件 

２ 地域課の情勢等について（地域管理官） 

 (1)  警察の歴史及び交番の由来 

 (2)  全国の警察組織等 

 (3)  警察署協議会の役割及び委員の構成等 

 (4)  地域警察活動状況等 

３ 平成２８年中の検挙事件について（刑事管理官） 

 (1)  刑事第一課関係 

  ア 刑法犯認知件数（１１月末）３０８８件 

  イ 女性の不安をあおる連続発生（強制わいせつ）の性犯罪事件の検挙 

 (2)  刑事第二課関係 

  ア 大学生被害の投資名下詐欺事件の検挙（知能犯関係） 

  イ 蔓延する薬物・銃器事犯の検挙・押収（薬物・銃器関係） 

 (3)  刑事第三課関係 

  ア 窃盗犯検挙件数（１１月末）６４１件 

  イ 身近に発生する窃盗犯（自転者の多数窃盗、連続置き引き）の検挙 
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４ 県内の暴走族情勢と取組について（交通管理官） 

 (1)  暴走族・旧車會の実態 

 (2)  暴走族関連１１０番受理件数等 

 (3)  検挙対策（合同捜査） 

 (4)  抑止対策（暴走族を走らせない環境づくり） 

  ア 百地浜地区における交通規制（車両通行止め規制） 

  イ 中学生等に対する加入阻止教室（１２回） 

    ウ 暴走族追放パレード等 

５ 平成２８年警備諸対策推進結果について（警備課長） 

 (1)  右翼対策の推進 

 (2)  災害対策の推進 

 (3)  防災訓練の実施 

 (4)  各種テロ対策の推進 

 (5)  警衛・警護の実施 

 

【会長】 

○ 警察署協議会の役割は、住民の意見や要望等を警察行政に反映させることを 

 目的に、地域住民の皆さんが、安全で安心して生活できる環境をつくることが、 

 警察署協議会に課せられた任務である。 

○ 早良警察署の犯罪情勢にあっては、認知件数等は若干減少傾向にあると聞い

ており、署員の方々及び多くの地域で防犯活動等に関わる皆様の活動の結果で

あると考えているので、今後も引き続き協力をお願いしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


